
 

 

 

 
7 月 16日、夏の交通事故防止運動で、 
坂戸駅にて街頭広報活動を行いました。
坂戸駅のさかろんと写真を撮りました。 

みなこ通信 
～子どもの未来に平和な坂戸を～
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小川みなこのホームページはこちら↑ 

○問「こどもが安心して過ごせる居場所」の現状
をどう把握していますか？ 

○答本年６月に、市内小・中学校及び市内にある高
校、大学に「こども・若者アンケート」を実施
し、「好きなことをして過ごせる場所、安心して
過ごせる場所」の有無と、その具体的な場所に
ついて調査を行い、現状把握を進めました。 

 アンケート結果では、祖父母宅、学童保育所、
習い事の場所、図書館、児童センター、公園、
地域交流センターなどが挙げられていました。 

 

○問こども食堂（７団体）などと市が情報交換を
する機会がありますか？ 

○答昨年度から、市内のこども食堂との情報交換会を

開催しています。また、坂戸市社会福祉協議会の

協力のもと、「坂戸こどもの居場所ネットワーク

AKARI（あかり）」が昨年１１月に立ち上がり、こども食

堂同士の横のつながりも強化されました。 
 

○問「こどもの居場所づくりにおける」地域交流
センターの今後の役割については？ 

○答これまで公民館で行われていた、社会教育活動

に加え、こどもから高齢者までの幅広い世代の

住民や地域団体などが集い、つながりや支え合

いによって、地域づくりを行う場となることを

目的に、（本年４月）公民館から交流センターへ

移行しました。 

 地域全体でこどもを見守り、こども達にとって

安心できる「居心地のよい居場所」となるよう

努めていきます。 
 

○問プレーパークの運営について、市の考えは？ 

○答先行自治体の事例を参考に、設置について今後

研究していきます。 
 

○問長期休業中に学校を開放すること、給食を提
供することについての、市の考えは？ 

○答夏場の猛暑や通学班での登下校ができないた

め、安全面に不安があることから開放していま

せん。 
 給食室の器具の点検、害虫駆除などを実施して
いるため、給食の提供を実施するのは難しい状
況です。 

○問近年、不登校児童生徒数は増え続け、文部科
学省によると、令和５年には約３０万人と発

表されました。特に春休みや夏休み明けは、
児童・生徒の自殺件数が増える傾向にありま
す。久しぶりの登校に不安を感じたり、身体
の不調を感じるお子さんもいます。 
長期休業中に、週に１回程度、補習授業など
を開催し、希望する児童・生徒が学校へ行く
機会を作るような取組について、市の考えを

お聞きします。 

○答令和２年度より夏休みが５日間短縮となって

おり、週１回程度の補習授業を実施することは

考えておりません。 

 

○問「こどもの居場所づくり」における学校の今
後の役割についてお聞きします。 

○答授業や学校行事などを通して、児童生徒が自ら
の力を十分に発揮でき、互いに認め合う機会を
多く持てるようにすることで、学校は児童生徒
にとって魅力ある安心な居場所になると考えて
います。 
今後も学校が児童生徒一人一人にとっての居場
所となるよう教育活動を進めていきます。 

 

○問「こどもが安心して過ごせる居場所」「こども

の多様な居場所」を、こどもの視点に立ち開
拓していく必要があると考えます。市として
どのように進めていくのかお聞きします。 

○答「こども・若者アンケート」の調査結果では、

大多数のこどもが自身の家庭が居場所であると

回答しています。市では、家庭で安心して過ご

せる環境を整えていくことが最も重要です。 

 本年４月に設置したこども家庭センターを中心

に、関係機関と連携を図りながら、こどもの居

場所を支援する取組を進めていきます。 

～質問事項：こどもの居場所について～ 

坂戸市議会９月定例会（８月２７日～９月１９日）
＊議案第４９号～６５号が提出され、すべて可決、承認
されました。 

＊私が委員を務める予算決算常任委員会総務文教分科会
にて、議案第４９号（令和５年度坂戸市一般会計歳入
歳出決算認定について）・議案第６２号（令和６年度坂
戸市一般会計補正予算（第２号）を求める件）につい
て質疑を行いました。 
私は、「選挙啓発費」「学校支援員」「教育センター」な
どについて質疑しました。 

＊一般質問は１１人が通告し、９月１０日 
～１２日までの３日間で行われました。 

  坂戸市議会会議録の検索はこちらから→ 
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小川みなこ
【７月２５日】 

「埼玉西部地区憲法講演会２０２４」（ウェスタ川越で開催）にて、司会を務めさせて 

いただきました。 

清水雅彦さんの講演「ストップ改憲－憲法をめぐる諸情勢」を聴き、増え続ける防衛費 

や「秘密保護法」の問題など、日本が「戦争の出来る国」になってきていることへの危 

機感を感じました。 

【７月２８日】 

ビッグパレットふくしまで開催された、「被爆７９周年原水爆禁止世界大会」に参加しま 

した。飯田哲也さんの基調講演を聴き、原発に頼らない発電を進め、平和な社会の実現を 

目指したい、と改めて思いました。 

【７月２９日】 

二本松営農ソーラー株式会社さんに、武井前坂戸市議と農場見学へ行きました。太陽光パ 

ネルの下で、ブドウやエゴマ、イエローマスタードなど栽培しているとの事。昨年坂戸市 

にて上映会を行った、「原発をとめた裁判長～そして原発をとめる農家たち～」でも紹介 

されています。見学に行き、直に農場の様子を見る事が出来て良かったです。 

【８月２２日】 

第３７回埼玉反核・平和の火リレーにて、坂戸市庁前で埼玉青年学生平和友好祭実行委員 

会のみなさんから、平和行政推進に関する要請行動がありました。石川市長からも挨拶が 

あり、私も挨拶を述べさせていただき、平和への思いをお話させていただきました。 

【８月２４日・２５日】 

第３０回坂戸鶴ヶ島原爆絵画展が坂戸市文化施設オルモにて開催され、実行委員として参 

加しました。２４日は、特別企画として坂戸市在住の高橋明子さんから戦争体験のお話を 

お聴きしました。戦争を経験していない世代が増えて行く中、私たち子育て世代も、子ども達に 

戦争の恐ろしさや平和の大切さを伝え、一緒に考えて行かなければならないと強く感じました。 

～無料法律相談会～
・日常生活での悩みごとに、弁護士・社労士・税理士が無料

で相談します（要予約）。 

１０月１２日(土) 北坂戸文化施設オルモ、 

１１月９日(土)坂戸駅前集会所にて開催予定。 
・お問い合わせは坂戸市議小川みなこまで。 

詳しくはこちらのQRコードをご覧下さい。→ 

＊日時：２０２４年１１月４日（月・振替休日） 
 【午前の部】１０：００開場 １０：３０～１２：００上映 

 【午後の部】１３：００開場 １３：３０～１５：００上映 

＊場所：坂戸市入西地域交流センター 
＊大人５００円、中学生以下無料 
＊お申し込み：下記の申し込みフォーム または 

実行委員の坂戸市議小川みなこまで 

 

 

７月１３日、 
嵐山町の国立女性 

教育会館（ヌエック） 
で開催された「ジェン
ダー平等ってな～
に？女性＋若者＋だ
れでも 100 人会議」と
いうイベントに参加。
福島みずほ党首に 
お会い出来ました。 

 

 

 

 

マイナ保険証への移行について ～紙の保険証がなくなる～ 
・「本年１２月２日から現行の保険証は発行されなくなります」と、厚労省のポスターなどに
書いてありますが、急いでマイナンバーカードを作る必要はありません。 

・今、手元にある保険証は、保険証に書いてある期限まで使えます。 
・その後もマイナンバーカードを持っていない方には、国民健康保険被保険者証の代わり
となる「資格確認書」という健康保険証と同じようなものが自動的に（無料で）届いて、
今まで通り医療を受けることができます。 

・マイナンバーカードを持っている方で、保険証利用登録をしていない方へも「資格確認
書」が交付されます。（利用登録の解除申請は、令和６年１０月からの予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２０日 第２回議会定例会 
６月２８日 大谷川雨水ポンプ場管理運転の見学会に参加し

ました。 
・大谷川雨水ポンプ場は、平成１１年８月の集中豪雨による大規模浸

水被害の発生を受け、事業化が進められました。 

・越辺川から大谷川への逆流を防ぎつつ、大谷川の雨水を越辺川へ

強制排水し、大谷川流域の浸水を防ぐことを目的としています。 

９月２７日 第３回議会定例会 
 
１０月３１日～１１月１日 行政視察予定 
 

～社会新報・月刊社民新規ご購読者募集中～ 

社会新報：読みやすいタブロイド判、８ページの中に充実記事が満載！  

〈購読料〉1 ヵ月７２０円（毎週木曜日発行） 

月刊社民：その時々の状況を捉えた特集や好評連載が満載です！ 

〈購読料〉1 ヵ月６７０円（毎月１日発行） 

※購読ご希望の方は、小川みなこまでご連絡下さい。 

  

←「夢みる給食」 
上映会実行委員会
ホームページ 
QRコード 

←お申込みフォーム 

QRコード 

 

 

 

 


